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騒 第２固Ｒ目１ＭＳ公開シン麻ジウム

先端匿科学１ 教育の未来一続倉屡秘学の挑戦一

金俸像

２００６ 年 互２月 ３ ～ ５ 日、 眠Ｅ玉ＩＭＳ 主 催，
ＮＰＯイ ム ク ル

ス其催， 産経新聞
「明美ちゃん基 金ｊ 後援 のもと、 東京

女子 医科大学弥 生記念講堂 にて第２ 醐Ｒ醐 ＭＳ公開シン

ポ ジ ウ ム が 開 か れ ま し た。

本シンポジウムは統合隆科学研究の重要 性およびその

成果を座の中に広く周知するために行われているもので肯

煎年 の第玉回シンポジウムにおいては ｒなぜ 新しい統合

医科学 が今 必要な のか？」 と１題し， 統 合窪科 学の概
念
，

眠Ｅ玉ＩＭＳにお ける統合医科学研 究の展闘につ いて員体 約

提案がなされました。

今回のシンポジウムにお いてはテーマとして デ統合 医

科学の挑 戦」を掲げ、 統合医科
学研究の成果、 すなわち、

生活の各ステージにおいて遭 遇する各 種疾患についての

予 防 ・ 診 断 １ 治 療 と１い っ た プ ロ セ ス を 包 括 的 に 理 解 し，

効果 的な解決 策を見出すための研 究成 果を 最先端 の研

究者 から一 般の参加者までのあらゆる人々に提示し，
意

見を求める目的で行わ れました。 期 間
申には互ＲＥ玉ＩＭＳ所

属 の 研 究 考 の み な ら ず 広 く 国 内 お よ び 欧 。 米 ・ ア ジ ア １

オセアニアの８ヵ国より気鋭の研究者の参加を得て、 ５
部

に 分 か れ た セ ッ シ ョ ン九 す な わ ち、 第 且 部 発 生 と 形 態 形

成 の細砲 学的アプローチ、 第２部 細胞 分化 の分子
生物

学的アプｏ一チ、 第３部 細胞 分化 の制御操作法どその応

用， 第４部 疾患 の新 規診 断法
ど治 療法

，
第５都 新しい

医療と医科学教育を目指して、
において合わせて講演３０

題、 展示２９題の研究発表がなきれました。 本シン
ポジウ

ムは 国際シンポジウムどして組 織され帝 各
セッションとも

すべて英語で講 演、 展示が 行われ、 講 演要 旨抄録集 は

日英 対訳 文として踊慈されました。 講演は同時通訳され、

臼本 語、 英語
どちらでも討 議できる体靭が整えられたこと

から、 これ
ら統合医科学研究の員体 的成果について非常

に活 発な討議が繰り広げられました。 会場には各セッショ

ンとも約１００人 の 胎席 者 があり， 参
加 者は のべ で総 数

６００ 人 に 上 り ま し た。 午 前、 午 後 の 講 演 セ ッ ショ ン の 闇

に 展 示 セ ッ ショ ン が あり， さら に 夜 に は 懇 親 会
が 設 けら れ害

研 究者どうしのみならず、 」 般参施奮どの慧昆 交換は朝

早くから夜遅くまで続きました。

会 期中には来 賓である文 部科学 省科 学技粥。学 術致

策局 次長 袴着実氏より統合医科学研究の今後の発展に対

する期待 の言 葉がありました。 会場内には２鰯体５社より

展示ブースが 設置され，
その中には後援団体である産経

新闘ｒ羽美ちゃん基金」についての展示もあり害
岬 美ちゃ

ん墓 金ｊ が先天性心臓病などに苦しみながら経 済的な事

情で手 術を 受けるこどができない 子供 たちを 救うため、

産経新聞 社が提 囑して設立した基 金であること１が 記され

てい豪した。 シンポ ジウムの 様子は産 経新闘 により報遣

さ れ ま した。

今回のシンポジウムは多数 の参加者を得て成功裏に終

え る こ と が で き ま し た が、 本 シ ン
ポ ジ ウ ム に お い て 示 さ れ

た統合医 科学研 究の具 体的成果、 およ
ぴ今後 の方 向性

を踏まえ、 さらなる研究発展のため眠Ｅ五王ＭＳ
がより」層努

カする必 要があることが再認識されました。
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第㎎部 発生と形態形威の縄胞学的アプ纈一チ

（座 長 ＝遇ｅｍａｒｄｏ Ｎａｄａ１－Ｇｉｎａｒｄ，
永 丼 良 三）

人は、」つの受精卵から細 胞が増え段階的に分化して、

特 定の形 や機 能をもった臓 器を形 成しつつ、 ６０
兆 の細

胞 からなる一燭体となります。 脊椎 動物では、
心臓が最

初に形作られる臓 器であり、 栄
養や酸素を胚全体に分布

させる重 要な役割をしています。 心臓は、 人の臓器申最

もよく研究されていますが、病気にもなりやすい部位です。

実 際、 出生時に最も多くみられる疾患は先天 性心 疾患で、

世 界 中 で 約 玉％ の 発 生 率 で す。こ の よう な 観 点 か ら、本 セ ッ

ショ ン で は、 心 臓 の 発 生 と 形 態 形 成 を 扱 い ま し た。

ＭａｒｇａｒｅｔＢｕｃｋｉｎｇｈａｍ 博 士 は， 心 臓 が 形 成 さ れ る 最 初

の過程を示しました。 中膝葉に存在し共 通の起源を有す

る２つの領域が心臓形成に責献します。 第玉心臓領域（図

のＦ冊） の細胞が、 原始心筒
を形成します。 原始心筒は、

心臓のポンプ機能を担う、 収縮する心筋へ将来 分化する

ものです。 第２心臓領域の細胞 は、 原始 心筒に追加され

るように伸展します。 鳥や哺乳動物では、 このように領域

化されて、 最 終的には心房 心室各２つからなる心臓とな

ります。 流出路の心筋層はす
べてＳ冊 より派生しますが、

Ｂｕｃ艮ｉ犯ｇｈａｍ 博 士 は、 Ｓ 冊 の 細 胞 に マ ー カ
ー を つ け て 動

きを可視化し、 心 臓の流脇路へ移動する様子や、 原始心

筒の回 転が正常 な心臓形成 に必 要であることを示しまし

た
。

第三の心臓系細胞は心外膜ですが、 比較的遅く形成
さ

れます。 原始心筒の
ルー プ形成が 終わり、

拍 動し始めた

後、 内側心 内膜と外側心筋層
を覆うように形成され豪す。

三川 隆教 授は、 前心外 膜 （冊）
が 肝臓原基 に隣接した

体腔細 胞が肝臓からの信 号を 受けて、 心臓に移動するこ

と を 示 し ま し た。
ま た
、
Ｊｏｓｅ Ｍ．

Ｐきｒｅｚ－Ｐｏ ｍａｒｅｓ 博 士 は、

心 外膜 由来の細胞 が内皮 細胞、 平滑 筋細胞 など多様に

分化する能力を持ち、
生 休では、

さまざまな分子ネットワー

ク で 制 御 さ れ て い る こと を 示 し豪 した。

Ｒｏｇｅｒ Ｍａｒｋｗａｌｄ 教 授 は、 成 体 骨 髄 由 来 の 幹 細 胞 で あ

る造血幹細胞 （月ＳＣ） について、 心筋細胞への分化能を

研究してきました。 通 常の 心筋梗塞や人為的梗塞 誘導 後

の心臓では、 ㌶ＳＣの単
」細胞移植の後、 再現性よく心臓

組織に移 殖定着する細胞集 団を同定しました。 また、 リ

ンパ球致 死量の 放射 線を照射した動 物にＥＧＦＰタンパク

発現造血幹細胞 （以下ＥＧＦＰ・細砲） を単一細胞として注

射 し た と ころ、 注 入 ＥＧＦＰ
＋ 細 胞 が、 心 室 筋 細 胞 と 心 臓 弁

との閣に検出されました。 左前方冠 動脈を結紮して心筋

梗塞を人為的に作製したときも、 多 数のＥＧＦＰ
＋細 胞が梗

塞組織内に観察されました。

佐 藤匠徳 教授は、 心 血管 系の発 生について、 それに

関 与する諸分子を説朗しました。 心臓が機 能するために

は、 栄養 や酸素 の円滑 な倶給 が欠 かせませ ん。 器 官形

成において、 信号 伝
達因子 や転 写因子の 増減が 独特の

細胞内連鎖反応を起こ１して、 心
血管 系を形成しています。

ＤｅｅｐａｋＳｒｉｖａｓｔａｖａ教 授 は、 こ の
よ う な 制 御 に マ イ ク ｏ

（微小）リボ核酸ｍ１ＲＮＡが関与していることを示しました。

心 臓から単離した 数種 のｍｉＲＮＡに ついて、 人為 的に欠

損 さ せ た マ ウ ス を 作 製 して、 こ れ ら が お の お の 細 胞 増 殖、

分化、 ストレス応答などを制御調節していることを示しま

し た
。

このセッション全体を通 して、 心臓形 成にお ける細胞

の動きがわ かり、 そ れを制御する分子 が解明されてきて

いることが示されました。 心奇 形の防止や 新規薬剤の 開

発へと、 基 礎研究が進歩している様子がうかがい 知れた

の で は な い かと：思 い ま す。
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第婁部 綴胞分化の分子生物学的アプ竈一チ

（座 長：獺塾ｒｇａ綱 腕Ｃｋ納ｇ触醐、
三州隆）

長 年、 心 臓 は、 成 熟 哺 乳 動 物 で は 増 殖 が 終 ｒ し て、

再 生 能 力 が な い と 考 え ら れ て き ま し た。
が
、 最 近、 通 常

状態でも病的状況でも、 心臓自身
が驚くべき再 生能力を

持 っ て い る こと が 明 ら か に な っ て い ま す。 正 常 人 で は 毎 日

至導，ＯＯＯ
個の細胞が死 去して新しい細胞に置き換わり、

老

人 で は そ の 玉Ｏ 倍 死 去 して ２／３ 新 生 し ま す。 本 セ ッ シ ョ ン

の 最 初 の２講 演 は、 心 臓 の 再 生 に 携わ る 心 筋 幹細 胞

（Ｃａｒｄｉａｃｓｔｅｍ ｃｅω の 発 見 ど そ の 性 質 に つ い て 説 明 す る

こどで、 将来 的な損 傷 心臓 の治 療の 可

能 性 を 示 し ま し た。

Ｂｅｒｍ１ｄｏ Ｎａｄａ１－Ｇ１欄ｒｄ 教 授 の グ ル ー

プは、 心筋層の 中にある小細胞をクロー

ン化し． これ
が自己再 生して筋 肉や血管

などに分化する心筋 幹細胞であることを

発見 しま した。 心臓は 分化 した心 筋層 からなりますが、

常にわず かな心筋 幹細砲 が成 熟心筋細 胞からの 指令に

従って複 製。分化しており、 成熟心筋層は常 に心筋 幹細

泡によって補強されているのです。 心筋幹細胞 は単離し

て人工培養できるので、 増殖操作法が判明すれ
ば
、 病気

で失 われ た心筋 層を自 己の細 胞で 補う

治療法 が闘 発可能になります。

Ｄａｎｉｅｌｅ Ｔｏｒｅ／ｌａ 博 士 の 研 究 グ ル ー プ

で は、 こ の 関 発 の た め に、 狭 心 症 や 僧

娼弁 逆流 の手 術申に 心筋 標本 を得て２

遁閥培養し、セルソータ
ー（細胞選別機）

心臓 弁は、 心臓本 体と違って、 軟骨 や眼球と同じく無

血管緯織です。 感染性 心内 膜炎、 リウマチ性心疾患や弁

硬化症は、 心 臓弁内の 血管発 生、 肥大

化
、 石 灰 化

な ど に より 起 こ る 疾 患 で す。

福 臼恵」 教授は、 心臓 弁の無血 管性

の維持機 構の破綻が心鱗弁にどのような

変化をもたらす かを研究してきましたが、

心臓弁の 維持に、 持に血管 新生抑 制因

によりｃ－Ｋ１鵬 性細胞を選 び出し、 さ
らに６０代まで継代培

養して、
幹綱 胞の性質をどの程度まで保持するか検討し

ました。 人 の心筋幹細胞は心 幹球 体が形成でき、 これを

培養 するど、 拍 動する心筋 に分化する だけでなく、 愈管

平滑 筋や内皮細胞 にも分化しました。 また、 幹細 胞の増

殖や 分化を特 徴づける遺伝 子も明らかにされつつありま

す。 心筋 幹細 胞の培 養条件 や、 こ１れが成 体の心 筋層に

組み 込まれる研 究が進 めば、 幹細 胞治

療の夢も実環するでしょう。

小室」成教 授は、 心筋幹細胞でなく、

末梢故 由来 の細胞 でも、
重 要な治 療用

細胞となりうることを示しました。 末梢血

から単 核球を 分離 して虚 血 組織 に注射

子 コ ン ド ロ モ ジ ュリ ンー１ が 大 切 で あ る こ と を 示 し ま し た。

正常心臓弁にはコンドロモジュリンー１が豊富に存存してい

ますが、 リウマチ性心臓弁膜症、 感染性心内膜炎、 心麟

弁 硬化症 ではコンドロモジュリンー玉の 発現 が低下してい

て、 心臓弁 に
血 管腔 の形 成、 炎症細 胞の浸 潤な

どが観

察 さ れ ま し た。 さ
ら に、 モ

デ ル 実 験 動 物 と して、 コ ン ドロ

モジュリンー玉の遺伝子 除去 （ノックアウト） マウスを作製

した結果、 出生直後は変化がありませんが、 ３６週齢を遜

ぎたころより徐々に心臓弁に血管 内皮細胞や 炎症細胸の

浸 潤、 血 管 鷲 の 形 成． 繕 質 沈 着、 石 灰 化 を 生 じ、 ９０ 週

齢では 心臓 弁が 紐厚 し、 心エコーでは

初期の大動脈 弁狭窄症を呈しました。

人の疾 患研究での実験 動物の荷 効性

は、 中田和 人博
士のミトコンドリア遺伝

子操 作の研究 でも示されました。 ミトコ

ンドリア内膜 の電 子伝 達系は、 細胞 エネ

すると、 血管新室が 起こり、 絶 織が健全な状態に回復す

るのです。 この現象を詳 細に検討するど、 注射した単核

細 砲が骨 格筋を刺激してインターＯイキンー１βを生産さ

せ、 これが成熟骨格筋内の韓細胞を刺 激して赦管新生因

子を生産させて磁エ管 新生を導くのです。 この単核細胞を

心 臓の虚血部 位に注射して同様 の回復が起こせない か、

実際の臨床実験で希望 の持てる結 果が出始めています。

ル ギー をＡＷ 合成 で供 給する重 要な 役割 を損って いま

す。 ミトコンドリアは 細胞 内小 器官です が、
そ れ自身の

遺 伝情 報を欄ｔＤＮＡとして 保有し、 通常 の体 細胞 に多数

（旦０３～至Ｏ勺 ピー） 含ま１れています。 哺乳類のミ ー ンド

リ ア 異 常 に よ る 疾 患 と し て は、 糖 尿 病、 神 経 変 性 疾 患、

偶 体老 化や心不全などが知られ、 精子運動能の低 下によ

る不妊淀も知られています。 申田博士は、 ｍｔＤＮＡに大き

な 欠失を持 つ ｒミトマウス」 では不妊となること１を示しま

したが、 人口闘題にも波及する研究と思

わ れ ま す。

正常と変異を比 較する研究としては、

最近ヒトゲノム完読を基盤に網羅的ＲＮＡ

発 現解析 （トランスクリプトーム） や網

羅 的タンパク発現 解析 （プロテオーム）

がなされるようになり
、
急 激な進 歩がみられます。 服部

成介教 授は、 プｏテオーム解 析のパワーを示してくれま

し た。 実 験 モ デ ル と１して、 主 要 信 号 伝 達 系 キ ナ ー ゼＥＲＫ

の基質 解栃を行 へ 多くの 新規基 質を発見したのです。

このようなグローバルな （全 体的） 解栃は、 基礎生物学

や疾患解栃にまったく新しい地平を開き始めてい塞す。
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騒 第笈固腺目 榊ｓ公闘シンポジウム

第３部 綴胞分化の繍御繰作法とその臓踊

（嬢簑： 馳ｇ８ｒ賊叡妓ｗ 棚、
小室一成）

本 セッションでは。 心 臓の遺伝子発 現を調節する因子

が． 個 体 の 初 期 発 生、の 穀 階 で、 あ る い
は 心 臓 疾 患 の 状

況でどのように変化するかにつ いて、
多種 多様な新しい

解析的なアプロー チについてカバーしました。 この情報

の集 績は、（王）
新 規の遺伝子標 的の 同定、（２）個々人に対

応した治療法の開発、（
３）姻人の診断や予知のためのデ㎞

タ検索法 の関 発など、 いろいろ応用展闘ができます。

Ｍａｒｋ Ｍｅｒｃｏ１ａ 教 授 は、 新 規 制 御 因 子

を検索する目的のために闘発した新技術

を言党明しました。 このロ ボットを使用 し

たシステムは、 カエルで心臓発生を誘導

させること二が判 明したＷ漱およびＴＧＦβ

関連のシ グナル伝 達経 路を基 本に、 胚

ＣＧＨ／マ イ ク Ｄ ア レイ を玉冊Ｉ亙ＭＳ の考．
ＯＯ○ 綴 胞 株 に 応 用 し、

またがん細胞にも応用して、 ゲソムの特定ＤＮＡセグメント

の欠失や増幅を検出しました。

山本 俊至博 士は、 多数 の小兜の
患者

さんの染色体異常を、
旧来 のＦＩ睨 法 瞭

光 色 素 で標 識 したＤＮＡ断片 を燭 い て，

直 接分子 雑種形 成で 可榎的に染 色体を

解 栃する） で解析してき塞した。 先天性

心 疾患 で検出された 染色体 の微細な 構

性 幹細胞 （ＥＳ細 胞） から心臓 発生への制 御因子を 天然

物や 合成化 含物から検索しました。 次段 階で、 システム

を高効率に調整して、 心臓形成遺伝 子を誘導する最も初

期の制御因子だけに絞った検索を試行申です。

造異常 の実例を多数示しましたが、 疾患遺伝 子がわかっ

ている場合Ｐ眠 法で解析すればよいが、 病因未１濁定の解

析としてはＣＣＨアレイ が最もパワーのある方法であるこど

を 確 認 しま し た。

田中 敏博博 士は、
「オーダーメイド医

療」 実現化 プロジェクトのために遼伝子

多型研究センターを設立し、 問題点と１筈

労 と１を 報 告 し ま し た。 こ の プ ロ ジェ クト は、

バ イ オ バ ン ク １ ジ ャ パ ン と し て、 す で に

６６ の 病 院 よ り２００
，
０００ の 患 者 酬 Ａ と 赦

ＲＯｇｅり．Ｒ効ａｒ博 士 は、 心
血 管 系 の

病気につ いて、 遺 伝子治 療の 現状
を示

しました。 心不全で検出される異常の
申

に、 筋 小 胞 体 のＡＷ
分 解 酵 素ＳＲ

Ｃａ２＋ＡＴＰａｓｅ （Ｓ 服 ＣＡ２ａ） の 発 現 ま た は

活性の減少があります。 この酉孝素は、 心

筋のカルシウム濃度を調 節するポンプでもあります。 現

在、 アデ
ソ随伴ウイルス ＡＡＶ１にＳ服ＣＡ２ａ遺伝 子を 組み

込んで、 第１相 臨床試 験と１して、 この
酵素 の量を増 加す

る 実 験 を 始 め た と１こ１ろ で す。 こ の 試 験 の、 第 ２ 槽 試 験 で

使 われるＡＡＶ至ベクターの 至 適安 全量 を決 定しますが、

第２相試験では、 心不
全が 進行した患者 に対 して、 心室

機能を向上させることができるかどうか孝棄証します。 また、

遺伝子を細胞に運搬するウイルス自身を、 心臓組織だけ

に吸着させる研究も必要です。

ヒトゲソムプロジェクトの威果を活用した最先 端の報告

が３題続きました。 染色体ＤＮＡは、 塩
基の挿入／欠失／

置換や大小 のＤＮＡセグメントの欠失／ 増幅などによって

しばしば変動 することが最 近わかってき

て い ま す。 清 水
信 義 教 授 は、 ＢＡＣ （細 菌

人工染 色体） に人染 色体 断片 を組み込

んだ多数 のクロー ンを並 べ、 ヒトゲソ ム

の玉／３相 当をカバーするＤ㌶Ａマイクロア

レ イ を 製 作 しま し た。 こ れ は、 染 色 体 上

のゲノム セグメ ントの増 滅 を 検 出する 新しい システム

（ｃｏ ｍｐ魯ｒ誠ｉｖｅ ｇｅｎｏ ㎜ｅ ｈｙｂｒｉｄｉｚａｔ１ｏｎ＝ＣＧＨ） で
す
。 ＣＧ

篶

は、 独 剴こ開発したソフトウエアを用いて、 染
色体上 の

ＤＮＡ断片の欠失 や増加の変動を検出します。 今回、 この

清を集積して、 これからコンピュータを援用した解析が行

わ れ る そう で す。 現 在 最 も．
重 要 な 聞 題 点 と１し て は、

燭 入

情報の保護ですが、 個人が特定できないように、 検
体の

ＩＤを２段階に付 け替える方法 を考案しています。 このプ

ロ ジェクトの展望として、 将 来、 疾
患関 達遺伝 子や薬畜１」

感受性遺伝子の同定九 エ
ビデンスに基 づく薬剤 開発や診

断法 開発、
ギオー ダーメイド医療」 につな がる重要な ぽ

療情報を提供するなどの夢を昌標としていること１を話しま

し た
。
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鰯 第２団Ｒ日 榊Ｓ公開シン赤ジウム

第媒部 疾患の新規診断漆と治療溝

（塵蓑 閉ｅｅ脾ｋＳｒ１搬ｓ宣榊、 眞鰭知
生）

本 セ ッ シ ョ ン は、 ７名 の 講 纐 が、 人 の 病 気 の 診 断 ど 治

療について、 装置の関 発から実 際の治 療に至るまで、 最

新の 進歩を紹 介しました。 と：りわけ、 心疾患とが んの治

療については劇的な進 展が 報告されましたが、 ここでの

知見は． 今後、 他の診療領域に影響を及
ぼすでしょう。

Ｊ ㎝ 納 ａｎ Ｓｅ１ｄｍａη 教 授 か ら は、 搬 大

型 心筋 症において、 点突然 変異 が認め

られる心筋 構成タンパクである多くのサ

ルコメア遺伝子についての研究の報告が

ありました。 これらの疾患 遺伝 子の多く

が非常 に大きいので、 遺伝 子診 断は煩

雑 で コ ス ト も 高 く な り ま す。 ま た、 異 常 な タ ン
パ ク の 量 も

少ないので解析も鰻 界があり、 診 断が堕難です。 この閻

題 の 鱗 決 の た め、 遺 伝 子 解 析 を 迅 遠 に 大 量 に 行う

ＰＭＡＧ蓬法 （遺伝子発 現ポロニーマトリック法） を開発し

ました。 これは、 微小ビーズを素材に用いた 新しい技術

なのですが、 至細 胞中 服ＮＡ分子以下の 酬Ａでも検 出で

きるほど高 感度で、 肥大 型心筋症のマウスのモデル動物

での応用では、 今まで未検畠であった発現変動が多数見

出 さ れ て い ま す。

Ｊ㎝ ａｔｈａｎ Ｈｉ１１博 士 は、 心 鱗 治 療 に 幹

細胞を用いる際幹細胞がどのように冶療

効 果を 発 揮する のか 験 討 するた めに、

導入された幹 細胞を身 体 申で追 跡する

方 法 を 闘 発 し ま し た。 Ｈｉ１１博 士 は、 微 小

デキストラン被覆駿化鉄粒子を綱 胞に取

り込ませて。
磁気共 鳴イメージ化 （ＭＲＩ） 法で生 物全身

の 申でこの導入した細胞 の挙動を可視化しました。 実 際

は、 ブタと１マウスの実験動物で、 畔慨 葉性幹細胞
を粒子

で標識したのち 改良カテーテルで注入して、
心筋梗塞郭

位に移動する様子を追跡しました。 この方 法のおか げで、

今後、 幹細胞の注入後の追跡が高感度で可能となったわ

け で す。

松村 剛毅博 士は、 新岡俊 治教授 （最

近工 一ル 大学に転 籍） グル ープを代表

して、 幹細 胞による組織治 療 （ティシュ

エンジニアリング） の実 績を 総括的に話

しま した。 こ の グ ル ー プ の 特 色 は、 患 者

自身の骨 髄細胞を、 移 植手俄 直前に 採

取して支持体に植え、 血管再生や修復に用いること１です。

支持体は 生分 鱗される ポリマーからなり、 数ヵ月、 数 年

単 位 で 徐 々 に 消 失 し 塞 す。 ２００王 年 秋 よ り、 十 分 な 謙 鯛

後同意を 得た４遵名の患 者に実施 しましたが、 廠 管再 生

を要 する２５名の 先天性心 疾患でも良好な結 果で、 安 全

性が確認されています。 この移植片は、 長期闇の 抗凝圏

剤投与を必 要とせず
、
患者と１ともに成長 し、

拒絶される

ことがありません。 長期の観察結果を待っているところで

すが、 兜天生心疾患の治療の今後に期待をもたらすもの

と１い え ま す。

ＡＢｄｒｅ Ｔｅｒｚ１ｃ教 授 も、 心 疾 患 治 療 に

幹細 胞を湘 います が、 胚性幹 細胞を用

い て い ま す。 胚 性 幹 細 胞 は、 い ろ い ろ

な継胞に分化できる多分化能を持ちます

が、 暴 走してが ん細胞 になる危 険性 を

持 っ て い ま す。 し た が っ て、 心 筋 梗 塞 の 治 療 に は、 マ ウ

スモデルで胚性韓細胞 から心筋に分化した前駆細胞を作

製しました。ゲノミクス（ゲノム解振学）とプロテオミクス（網

羅的タンパク発現解析法） を駆使して、 分化の各 段階の

特徴を解析したところ、 心生 成細胞の誘 導に成功したと

の結果が 得られています。 重要なこと１は、
一歩 分化した

段階に進めることで、 胚 性幹細胞を用いる再生医療での

発がん可能性は
、 回
避できそうなわけです。

古川 徹博土は、 す い臓 がんについての研究 結果を報

告しました。 すい臓 がんの場 合、 Ｋ鮎Ｓの機能 汽進型 変

異が９０％以 上でみられ、 この分子を起点とする細胞内シ

グナル伝達経路の申でＭＡＰＫ経路 の異常が、 が ん化に主

要な役 割を果しています。 すい 臓がんは 発見しにくく予

後が悪いのですが、 この結果をもとに治療 の標 的が絞ら

れており、 抗すい
が ん薬の新しい 開発指針ができました。

吉田純教授は、 ２０００年に闘始した悪性神経 膠腫の新

しい冶療法について、 これま１での免疫 遺伝子治療での実

績 を 報 告 し ま し た。 こ れ は、β イ ン タ ー フェ ロ ン 遺 伝 子 を

葬ウイルスベクター；こ組み込み、 陽イオンり
ポソームに圭寸

入して治 療に用 いたものです。 治療実 績から、
安 全性と

抗腫瘍効果 が確認されました。 抗踵瘍メカニズムに焦点

を肖てた検討から、 他 療浅どの併用などの発展 の珂能性

も 示 さ れ ま した。

夏宗勤教授は、 漢方薬チモの伝統医学での薬効にヒン

トを 得て、 ひ の認知症治 療に期いたところ、 満足できる

効果が 得られました。 そこで、 チモの主要 薬効成分 であ

るＳａｒｓａｓａｐｏｇｅ洞ｉｎ （ＺＭＳ） を 精 製 して、 そ の 作 用 機 序 を

検討しました。 老 鯖マウスと薬物誘導 認知症マウスをモ

デルとしてＺＭＳを投 与したところ、 学習能力 や記憶 力の

減 弱 を 顕 著 に 改 善 しま し た。 ＺＭＳは、 滅 少 し た ム ス カ リ

ン性アセチルコリン受容体の生合成を回復させましたが、

同時に神 経栄養因子 馳 ｗ の関与も明確になっています。

現在、 とトの認矢簑疾患者の第２相多施設二 重盲 検臨床試

験を終アし、 第３相が進行申です。
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騒 第望画胴目榊ｓ公闘シン琳ジウム

第騒都 新しい１嚢療虹１嚢樽学教奮を爵擦して

（塵長：畑 鮒 Ｌｏ眺 Ｖ勃曲ｅｒ鵬 帥８㎜、 蔦禽公 脚

「最高の科 学と至高 の介護」 を私たちの学部学 生や卒

後 研修 生に身につけさせるのは、
将来の健康介護に向け

て い ま だ に 大 き な チャ レ ン ジ で す。 本 セ ン ッ ショ ン は、
将

来周到 に教 育された医者たちを供給するために、 統合医

科学が何をすればよいのか検討しました。

橋爪 誠教 授 （九州 大学） は、 教 育よ

り研究を偏重してきた８本の従来型大学

教育 環 境を変 えるべく、 臨 床 診療能 力

教育の 向 トにつ いて工夫してき窪した。

緒に先 端医療 技術 の教育にお いて、 九

州 大 学 で先端 医工 学 診療 部を 設置 し、

ロボット手 術トレーニ ングセミナーや内 視鏡 外科 手術ト

レーニングセミナーを関催し、 全 国を対象にした最小侵

襲 手術の教育訓練の場を形成しています。

Ｃｈｒ１ｓ 駄ｏｗ 鵬 教 授 （豪 州 Ｍｏｍｓｈ 大

学医学 部長） は、 オーストラリアでの統

合匿学教育での経験を報告しました。 医

学教育 現場では， 墓礎
生 物学矢口識の増

施や 臨床 技法 の拡 大などに施えて、 獲

療倫理 の藺題、 患者 の安
全 性確保、 根

拠 に 基 づ い た 医 療 （Ｅｖｉｄｅ洞ｃｅ ｂａｓｅｄ 眠 ｄｉ伽 ｅ：ＥＢＭ）、

伝 統医療
、
遠隔地遇疎地における医療などの 新しい諸閥

題 に対処すること１が求められています。 教育面では、
一

次 診療に特化した医学校 の必要性
、
医学教育 での卒 飾一

卒 後一生涯 連続教 育プログラムの 開発の 必要性、
パラメ

ディカルを含めた医療従事者 の役割分担の再考 などと１諸

閥 題に直面しています。 これらの間題でのオーストラリア

の対処を説明しました。

ブ リ ュ ッ セ ル 自 由 大 学 の 如ａη一ＬｏｕｉＳ

Ｖａ洞ｈｅｒｗｅ曲ｅｍ 学 長 も、 急 速 な 基 礎 医

学知識の拡 大と、 医療サー
ビスに対する

需要の拡大と：の２極分化と二分 断現象を闘

題と１考 えて い ま す。 特 に、 最 新 の 治 療 は

高度 の基 礎知 識を 必要とするの で、 医

療サービスの現場で編床家が医療を施すのに基礎研究経

験 が必須と二考え、 卒後研修期 醐こ、 博士課 程と１して実験

台 に向かって基 礎研 究するシステム を確立させました。

臨 床家の 基礎研究 期闘 の隻活費と臨 床現場での 人員補

充の財源確保のために、 財団を立ち上 げています。

育は、 課 題基盤 型学習 に従った学 習方 法ですが、 医学

知識の学習、 実際の医療 現場での学 習、 および
プロフェ

ショナルと１しての意識の学習と、 医学教育の３篇 面にわた

纏
り
、
第 亘 学 年 生 か ら 姶 め ら れ て い ま す。

蟹 立 清 報 学 研 究 所の 東 倉 洋 一 教授

は、 ネ ッ トワ ー ク、 情 報 通 信 技 術（亙ＣＹ）、

デジタルコンテンツなどで構成される情

報基 盤の 医科学にお ける重 要性を説 羽

し ま し た。 一 般 的 に、 情 報 基 盤 は、 多

種類で膨大な 情報量の管理と、 情報 内容により知 的活動

を促 進するものです。 医科学では、 より正確で信 頼のお

ける診断法や治 療法のデータベースが提供できるはずで

す。 そ の た め に、 医 療 の 譲 活 動 を、 情 報 基 盤 を 一 つ の

申心としたシステムとして構築して統 合していく構想を話

しま し た。

東京女子医科大学の松岡瑠美子教 授は、ＩＲ脳泌Ｓでの

統 合医 科 学清 報 基 盤 （ＣｙｂｅｒＩ触ｇｒ撫ｄＭｅｄ１ｃａ／Ｉｎξ吐

ｓ 舳 ｃ 鮒 ｅ：Ｃ１Ｍ亙） の 実 際 的 な 展 開 を 報 告 し ま し た。環 在．

ＣＩＭ は、 詳綱な臨床情報に裏 づけきれ

た ４，ＯＯＯ 細 胞 株 の 成 果と１。至，２００ の 健 康

診 鰍結果の解析を保有しています。
一 患

者 玉３０ 検査項目の結果を統合しており、

このプロジェクトでは、
超早期診 断法と１全

身 的カウンセリング法 が開発できると考

吉岡俊正教授（東京女子医科 大学）

は九 日 本の７０％以 上の 医学部で 現在進

行中 の医学 教育 改革 について報 告しま

し た。 特 に、
東 京 女 子 医 科 大 学 の テ ユ ー

トリアル教育は
、
全 国的に波及して影響

を 与えています。 このテユートリアル教

えて実行しています。情報墓盤の活用で、 医療
を治療から

予防に変 革できるはずです。

このセッション全体 から、
統 合獲科学 の飛躍的な進 歩

が、 医療教育に大きなチャレンジを迫っていることが調ら

かにされました。 医学教 育が、 広範な実竈識と技法を身に

つけた医者を養 成するというこどの みでは、 今や不十 分

です。 医療や健康の諸需要に対応するために、 種々の異

なったタイプの 医学 校や医療 教育機 帥こよって人材育 成

がなされなければならないと思われます。

〆
／

（μ
＼

３
．
第２園１腋 榊 Ｓ公 闘シ ンボ ジウム 繁５書華 新 しい 医療 と 懸 茸学 教 奮 を嚢 指 して
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灘 闘会の挨拶

近 衛 患 輝 ： 讐 本 赤 十字 社 社 長

個 人 一 人 ひとり が ジ守 る健 康 から攻 める 健 康」 へ 意 識 が 変 わってきて い ます。

灘 シンポジウム

高 壇 洋 太 郎 （座 長）：ＩＲ 脳 ＭＳ 教 授

三１１雄 人蕃こ禽脅鍍嚢蛇 繊 綱 紗、

石 丼健 太 郎 ： 石 井 食 晶株 式 会 杜

日 本 が 長 寿 国 である 理 曲 は、

被長

そ の 食 割 こあると思 わ れ塞す。

ぎ翼鰯 鍍 繊蔓こ蕊惑 康 蛾 麟 蟻 ⑳瀞 徽婁ζつ いて５

比 嘉 照 夫 ： 銃 球 大学 教授

Ｅ泌 は、 現 在 で は 環 境 全 般 はもとより、 健 康 や 土 木 丁 学、

に な っ て き ま し た，

省 ヱ ネ 分 野 な どにも 応 触き れ るよう

華繊磁嬢戴繊毅麓物鱗欝機艦ｊ

豊 川 裕 之 ： 東 京 栄 養 食 糧 専 門 学 校 校 長

近 代 科 学 の 隈 界 が 閥 わ れる 今、 続 合 的方 法 （構 成 要 素 を 細 分 解し な い 方 法 論） の 關 発 ・ 進

歩こそ が 望ま れ ます。

’婁雛 臆 叙義繍 麓 裟ア ジア ⑳儀 綴 癬漉．．

西 沢 邦 浩 ： 株 式 会 禄 臼 経ＢＰネｉニ ロ 経 ヘ ルス 編 集 長

ここ数 年で 市 民の 予 防 医 学へ の 闘 心 は飛 躍 的 に商蜜り、 また利 用さ れる方 法も 多様 化
して います。

特 に 見 直され て いる の が、 かつ て 口本 人
が 親 しんで い た 伝 統 約な 食 材、 食 事 や 伝 統 療 法 で す。

喉繍荻繊マ㎞淘一夢）鱗鑑数郁）麓 数

吉 州 敏 」 ： 京 都 府１テ医科 大 学 教 授

生 活習 憤 病は、 ある 日 突 然 やってくる ので は なく、 健 康な 状 態 か ら少 しずつ 本 人の 気 がつ か な

い 閻に 進 行 し、 や がて 副こみえる病 気として 発 疲 し塞 す。

灘 パネルディスカッシ嚢ン

パネリスト； 石 舛 健 太 郎 ノ 比 嘉 照 夫 ／ 豊 川 裕 之 ノ

西 沢 邦 洗 ／ 吉 川 敏 一 ／ 松 闘 瑠 美 子 （鰍ＥＩＩＭＳ 教 授）

栄 養 は 食 婁 から摂 るの が 大切 で す。 サ
プリメ ントで 栄 養 を 補 総 する の は、 本 来は 野 菜覆 育 てる

た め に 与える べき 化 学 鯉米茸を、 直擦 身 体に 取り込 んで い るような もので す。・ ・医 者 のコ ントロ ー

ル が 必 要で す。

灘 閉会の挨拶

申 山 徹 １ＮＰＯイ ムクル ス 融 理 事長

この ギ予 防 医 学 へ の 道」には 三 つ の 重 要 なポ イントが ありま す． そ れ は、（三）研 究 会 の 継 続 闘 催、

（２）清 報 ・ 知 識 の 相 亙 交 換、そ して（３）人 材 育威 で す。
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